
ワーク・ライフ・バランス取組事例 

 

 

（会社のプロフィール）                       

・会社名：平松産業株式会社 

・住所：三重県四日市市塩浜 2823-1  ・電話：059-345-2341 

・業種：大型クラフト紙袋製造販売 

・従業員数：53名（男性 15名、女性 38名）平成 29年 3月現在 

・ホームページアドレス：http://hiramatu-sangyou.com/ 

 

「取組内容」 

〇効率の良い環境を作り生産性向上－担当者の「見える化」 

・工場内の各設備担当管理者が明確になっておらず、設備に問題が発生した時の対処方が分からず、その度工場

責任者に対処方を確認するムダがありました。 

そのムダを無くす為、「工場内設備担当表」を作成し管理担当者を明確にしました。 

これにより設備に問題が発生した際、設備担当者が主となって問題解決に対して、素早く対応する事ができ、生

産性向上につながりました。 

 

 

〇準備時間短縮を行い生産性向上－問題の「見える化」 

・A ランク（難）～C ランク（簡）製品の準備時間に 20 分程の差があり、A ランク製品を行う際、どうしても

生産性が落ちていました。 

その差を少なくする為、「準備時間表」を作成しました。 

この表を使用する事で、毎回どれだけの準備時間が掛かっているのか、何が問題だったかを記録し、把握する事

で次回に向けて準備作業の仕方を工夫・問題対策を行う事ができるようになり、生産性向上につながりました。 

 

 

〇作業中の新人指導を少なくし生産性向上－新人指導の「見える化」 

新人指導を作業中に行っていたので、どうしても生産性に影響していました。 

作業中に手を止める時間を少なくする為、「作業手順書」・「機械段階表」を作成しました。 

この表を使用する事で、作業中に手を止める事が少なくなり、始業前・終業後に指導・覚えた作業の確認が出来

るようになり、生産性向上につながりました。 

                                   

 

 

 

（ワークライフバランスに取り組もうとしている企業へのメッセージ） 

会社全体で同じ目標に向かって取組活動を行う中で、社員同士の 

コミュニケーションの場が多く取れ、全体の結束力が高まります。 

又、私たちの様な製造業の方は工場内に居ることが多く、他企業様との交流の場が少ないと思われます、取り組

みの中で他企業様の取り組み活動や、意見を聞く事ができ非常に勉強になります。 

 

 

 


